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第２学年国語科学習指導案 
 

単元名 かるたでレベルアップ！（仮） 
～できるようになったことをかるたで伝え合おう～ 

 

学習材名（開発単元のため、学習材なし） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 
 ○言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したことを伝える働きがあることに気付くことができる。                                                                                                

〔知識及び技能〕(1)ア  

○経験したことや想像したことなどから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり確かめたりして、伝えたい

ことを明確にすることができる。                        〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(1)ア  

○言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。                                                                            

「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 
 

①言葉には、事物の内容を表す働きや、       

経験したことを伝える働きがあることに気付

いている。           （（１）ア） 

 

①「書くこと」において、経験したことや想像

したことなどから書くことを見付け、必要な

事柄を集めたり確かめたりして、伝えたいこ

とを明確にしている。    （B（１）ア） 

 

 

①粘り強く経験したことから書くことを見付 

け、必要な事柄を集めたり確かめたりして 

伝えたいことを明確にし、学習の見通しを 

もって書こうとしている。 

 

３ 単元構想 
 (1) 児童について（児童観） 

 ・第１会場 

国語の学習への意欲は比較的高い。半数ぐらいの児童は書くことへの苦手意識はなく、クラスの大体の児童

が抵抗感なく書くことができる。４月から毎週末に日記を宿題にし、「はじめ」「中」「終わり」の構成や、会話

文を意識して書くことを大切に指導してきた。行事ごとにも文章を書き、「書くこと」の学習には親しんでいる。  

一方、様子を詳しく書くことについては、「楽しかったです」と簡単にまとめて書いてしまうことが多く、様

子を詳しく書くことができる児童はまだ少ない。様々な言葉や表現を用いて、様子を詳しく書くことができる

ようにしたい。そこで、より言葉に立ち止まって考える機会を設けるため、11月から学習者用端末を用いて言

葉や表現を集める「ことばカード」に取り組み、自分のもつ言葉や表現の幅を広げている。 

 ・第２会場 

東京都小学校国語教育研究会研究主題 

他者と協働し、豊かな言語生活を実現する国語学習 
―学びを通して身に付けた言葉の力を日常生活で生かそうとする― 

言語部 研究主題 

言葉のよさに気付き、親しみ、日常生活に生かす単元づくり 

第２会場 台東区立松葉小学校 

日 時：令和８年２月 20日(金)５校時 

児 童：台東区立松葉小学校     第２学年１組 20名 

担 任：台東区立松葉小学校     主幹教諭 関 和也 

指導者：西東京市立けやき小学校  教諭 名古屋廣美 

第 1会場 品川区立大井第一小学校 

日 時：令和８年２月 20日(金)５校時 

児 童：品川区立大井第一小学校 第２学年竹組 35名 

担 任：品川区立大井第一小学校 主任教諭 山﨑 香苗 

指導者：品川区立戸越小学校    主任教諭 工藤 洋子 
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  ５月から継続して日記を２週間に１回程度書くことに取り組んできた。長い文章を書くことに抵抗はなく、

ノート２ページ程度の量の日記を書くことができる。多くの児童がその日の出来事を時間の流れに沿って書く

ことはできている。しかし、伝えたい内容をしぼり、様子を詳しく書くことができる児童は、まだ少ない。語

彙が少なく言葉や表現が「楽しかった」や「すごい」などでとどまってしまうところがある。また、表記の誤

りがないかを確かめ、言葉や表現を検討する姿はあまり見られない。11月からは、より言葉に立ち止まって考

える機会を設けるため、国語科の学習を中心として、新しく知った言葉や自分が大切にしたい言葉を「ことば

ノート」に書き残している。 

 

そこで、本単元では、一人一人が書きたいと思える題材に出合えるよう、「２年生になってできるようになっ

たこと」を取り上げて書く。これまでの経験を振り返り、できたときの様子や気持ち、経験を通してつかんだ

方法や工夫を表す言葉や表現を集め、短い文で書き、かるたの読み札とする。自分が伝えたい事柄を、どのよ

うな言葉や表現を使って書いたらよいのかを考え、友達と確かめ合いながら言葉や表現の幅を広げていけるよ

うにしたい。 

 

 (2) 学習材について（学習材観） 

     ①かるた 

     かるたとは、読み札と絵札に分かれた２種類の札を使い遊ぶカードゲームである。競技かるたとして知ら

れる「百人一首かるた」の他にも、ことわざを集めた「いろはかるた」や各地の自然・歴史・産業・文化を

詠んだ「郷土かるた」など、様々な種類のものがあり、古くから文字や知識を遊びながら身に付けることに

も使われてきた。多くの児童が幼稚園や保育園でかるた遊びを経験してきており、生活科の単元で「昔遊び」

の一つとして遊んだことがある児童もいる。仲間と一緒に遊ぶ楽しさだけでなく、素早く札を取ったり、多

くの札を取ったりすることで達成感を味わうことができ、札を読む人と札を取る人という役割を交代しな

がら、繰り返し遊ぶことができる。かるたの読み札は短い文で書かれ、「五・七・五」や「五・七・五・七・

七」といった音数を用いて、言葉のリズムを感じながら読めるものが多い。また、読み上げられた文に対応

する絵札と合わせることで、文の内容がより具体的・視覚的にイメージされるといった特徴をもつ。 

本単元では、音数にはこだわらず、読み札を短い文で書くことを目指す。短い文で書くためには、言葉や

表現を集め、検討し、選択する必要が生まれる。短い文で表現し切れない事柄は絵札で補うこともできる。

また、絵札と読み札を往還して考えることで、その時の様子を想起しやすく、より言葉や表現に着目し、焦

点化することができる。第２学年の児童が言葉や表現を比較し、選択しながら自分の思いや考えを書くこと

に適していると考えた。 

かるたで遊び、児童がその特徴に気付きながら単元の言語活動への方向付けがなされるよう、読み札に様

子を詳しくする表現が含まれているかるたを教室に置いて自由に遊べる環境を整えた。 

 

②題材 

本単元で作成するかるたは、日常生活で児童ができるようになったことを題材とする。体育科の鉄棒遊び

や長縄跳び、算数科の筆算などの学習、給食や掃除、日々の友達同士の関わりの中から、一人一人が第２学

年になってできるようになったことを見付けて題材とする。できなかったことができるようになった喜び

や達成感といった個人の嬉しい体験を題材にすることで、児童の書く意欲を引き出すことができると考え

た。また、できるようになったことの中には、学校での共通体験が基になっているものも多く、友達と言葉

や表現を集めたり、検討したりする協働的な学習につながると考えた。 

単元の導入部で、指導者が第２学年の頃にできるようになったことを書いた作文を示し、児童にもできる

ようになったことやその時の様子を思い出してみるよう促すことで、書くことの題材と出合わせる。 

 

③着目させたい言葉や表現（様子を詳しくする表現） 

    自分ができるようになったことについて、できたときの様子や気持ち、経験を通してつかんだ方法や工夫

を短い文で伝えるためには、言葉や表現を選択しなければならない。本単元では、「比喩」「オノマトペ」「程

度」に着目させ、これらの言葉や表現を使うと様子が詳しく伝わることに気付かせたい。「比喩」「オノマト

ペ」「程度」といった表現の工夫は、既習の学習材の中に使われており、「読むこと」の学習で児童はそれら

の言葉や表現に着目して場面の様子を具体的に想像してきた経験がある。本単元では、動作化や経験の想

起、言葉や表現の有無を比較するといった「語句をより理解するための方策」を使い、自分が伝えたいこと

に合った言葉や表現を選べるようにしていきたい。単元の導入部で、これらの表現の工夫を用いた指導者の

作文を示し、様子を詳しく表す言葉や表現について児童が意識できるようにする。 
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④「ことばカード・ノート」 

「ことばカード・ノート」は、児童が日常生活の中で使ってみたいと思った言葉、興味をもった言葉を書

き溜めていくカード・ノートである。「見付けた言葉」「いつ・どこで・何から・誰から」「理由・意味」を

書けるようにし、継続して取り組むことができるようにする。書き溜めていく中で、「ことばカード・ノー

ト」に集めた言葉を使って文章を書いたり話したりするなど、日常生活の中で生かしていく。本単元におい

ても、友達との対話を通して新たに知った言葉や表現、自分が大切にしたいと感じた言葉や表現を「ことば

カード・ノート」に書き溜め、本単元終了後にも継続して活用できるようにする。 

 

 (3) 単元について（単元観） 

   本単元では、第２学年になってからの経験を振り返り、できるようになったことを見付け、できたときの様

子や気持ち、経験を通してつかんだ方法や工夫について、自分の思いや伝えたいことが明確になる言葉や表現

を選択して書くことをねらいとしている。また、かるたの読み札を書くことを通して、言葉には事物の内容を

表す働きや、経験したことを伝える働きがあることに気付くこともねらいとしている。 

  そこで、言語活動に対する児童の興味・関心を引き出し、見通しをもって学習を進めることができるよう単

元全体を【出合う】【親しむ】【生かす】の三つの段階で構成した。 

【出合う】…できるようになったことを集めたかるたを作るという見通しをもつ。共通の題材を用いてかるた 

の読み札を書き、どのような言葉や表現を選択するとよいのかについて考える。 

【親しむ】…題材となる「できるようになったこと」を決め、言葉や表現を考え、選択する。友達と一緒に考

えたり確かめたりしながら、自分の思いや伝えたいことが明確になる言葉や表現を選択して短い

文を書く。 

【生かす】…完成したかるたを友達と読み合って遊び、読み札の文に使われている言葉や表現についての気付

きを出し合う。 

 

【出合う】…できるようになったことを集めたかるたを作るという見通しをもつ。 

…共通の題材を用いてかるたの読み札を書き、どのような言葉や表現を選択するとよいのかにつ

いて考える。 

【出合う】段階では、第２学年の頃にできるようになったことを書いた授業者の作文を読む。その後、第２

学年になってからの経験を振り返り、自分ができるようになったことを 150～200 字程度で書く。児童それぞ

れができるようになったことや、できるようになったときの喜びや達成感を共有し、いろいろなかるたで遊ん

だ経験を想起して、できるようになったことを集めてかるたを作ることができそうだという見通しをもつ。で

きたときの様子や気持ち、経験を通してつかんだ方法や工夫をかるたの読み札にすると、自分たちの成長や嬉

しかった経験を残しておけることや、でき上がったかるたで何度も遊びながら、できた経験を友達と伝え合え

ることから、学習課題を設定し、学習計画を立てる。 

学習の進め方を知るために、多くの児童ができるようになっている縄跳びを共通題材として取り上げ、読み

札を書く。縄跳びをしている様子を動画で視聴し、できたときの様子や気持ち、経験を通してつかんだ方法や

工夫を表す言葉や表現を考えて集める。グループに分かれ、集まった言葉や表現を選択して短い文を書き、発

表する。児童の書いた文の中から、様子を詳しくする表現の工夫を取り上げ、語句をより理解するための方策

を使って伝わる内容を確かめたり比べたりすることを通し、どのような言葉や表現を選択するとよいのかに

ついて考える。 

 

【親しむ】…題材となる「できるようになったこと」を決め、言葉や表現を考え、選択する。 

…友達と一緒に考えたり確かめたりしながら、自分の思いや伝えたいことが明確になる言葉や表

現を選択して短い文を書く。 

【親しむ】段階では、「学びの手引き」を基にして自分に合った学習進度や学習順序で取り組む。できるよ

うになったことの中から、かるたの札にしたい題材を決め、かるたの読み札でどんなことを伝えたいのかとい

う個人課題を考える。できたときの様子や気持ち、経験を通してつかんだ方法や工夫を表す言葉や表現を考え

て集める。友達と一緒に考えたり確かめたりしながら、自分の思いや伝えたいことが明確になる言葉や表現を

選択して短い文を書く。その際、【出合う】段階の学習を想起し、様子を詳しく表す言葉や表現の工夫を意識

できるようにする。「お試し読み札」としていくつかの文を書き、自分の思いや伝えたいことが明確になって

いるかを読み返したり、友達に読んでもらって確かめたりして個人課題に合うと思う文を選択したり、言葉や

表現を見直したりして読み札を書き上げる。表記の仕方や文字の誤りがないかどうかを確かめ、必要に応じて

修正し、清書する。最初に絵札を描き、できたときの様子や気持ちをイメージして文を書くことにつなげたり、



言（２年）4 

 

読み札と絵札を並行してかいたりと、対となる二枚の札を作る過程については児童が自由に選択できるよう

にする。 

【生かす】…完成したかるたを友達と読み合って遊び、読み札の文に使われている言葉や表現についての気付

きを出し合う。 

   【生かす】段階では、友達と作ったかるたで遊び、単元の学習を振り返る。自分の読み札について、いくつ

か書いた「お試し読み札」の中から選択した理由や、なぜその言葉や表現を選択したのかなどについて、友達

と話し合う。できたときの様子や気持ち、経験を通してつかんだ方法や工夫を表す言葉や表現についての気付

きを出し合い、どのような言葉や表現を選択すると自分の思いや伝えたいことが明確になるのかを考える。 

   単元終了後には、自分が経験したことを焦点化して書こうとしたり、相手に伝えるために言葉や表現を選択

しようとしたりする姿や、自分の伝えたいことを明確にして、相手に伝わるかを意識しながら書いたり話した

りする姿など、豊かな言語生活へとつながる児童の姿が見られるようになることを期待したい。 

 

４ 研究主題に迫るために 
(1)「言葉による見方・考え方」を働かせる学びをつくる。 

 「言葉による見方・考え方を働かせる」児童の姿 

言語部では「言葉による見方・考え方」を働かせるとは、「言葉に着目し、意味や役割、効果を考え、意識して

使おうとすること」であると考える。 

児童が、自分の思いを表現したり情報を基に自分の考えを形成したりしようとする際に、言葉の意味や効果に

着目し（言葉による見方）、比較や類推等の概念的思考を働かせて考え（言葉による考え方）、より適切に判断し

ようとしている姿が、「言葉による見方・考え方を働かせる」姿である。さらに、「言葉による見方・考え方」を

働かせて言葉を使い、言葉によって自分の考えを形成したり新しい考えを生み出したりすることで、「言葉のよさ

（役割や効果）」を実感し、言葉への自覚を高めていく。これらの経験を重ねていくことが児童の語彙を豊かにし、

豊かな言語生活者が育つ基盤となると考える。 

「書くこと」の学習では、様々な言葉や表現に着目し（言葉による見方）、比較したり類推したりして（言葉に

よる考え方）、自分の思いや伝えたい内容に対して適切な言葉や表現を選択しようとする姿が、「言葉による見方・

考え方を働かせている」姿である。それぞれの学習過程の中で、どの言葉や表現がより適切なのかを比較し、言

語感覚（語感や言葉の使い方に対する感覚）を意識して最適なものはどれかを考え判断しようとする際に、「言葉

による見方・考え方を働かせる」のである。（別紙資料①参照） 

本単元は、第２学年になってできるようになったことについて経験を振り返り、できたときの様子、経験を通

してつかんだ方法や工夫を短い文にして、かるたにすることを通して、言葉には、事物の内容を表す働きや、経

験したことを伝える働きがあることに気付くこと（知・技（１）ア）をねらいとしている。「この言葉や表現を使

うと、みんなにできたときの嬉しい気持ちが伝わるかな」と言葉や表現に着目したり、「『～みたい』を使うと分

かりやすいかもしれない」「『とんとん』って音を入れてみようかな」「『くるくる』と『くるんくるん』は似てい

るけれど、ちょっと違うな」など様子を詳しくする言葉や表現（比喩、オノマトペ、程度）を選ぼうとしたりし

ている姿が、本単元における「言葉による見方・考え方を働かせる」児童の姿である。 

会場校の児童は、４月以降、日常生活や各教科の学習に関連した共通の題材で文章を書くことに取り組んでき

た。多くの児童が時間の流れに沿って出来事を書くことはできているが、伝えたい内容をしぼり、様子を詳しく

書くことは難しい。そこで、できるようになったことを短い文にして、かるたにすることを通して、できるよう

になったことを焦点化し、できたときの様子、経験を通してつかんだ方法や工夫について、様子を詳しくする言

葉や表現（比喩、オノマトペ、程度）に着目して比較する。そして、言葉や表現を選択し、自分の思いや伝えた

いことを明確にしようとする姿を目指す。 

 

本単元における「言葉による見方・考え方を働かせる」ための方策 

【出合う】…できるようになったことを共有し、単元の学習課題や題材を設定しながら、短い文にする必要感

やかるたにするよさを生み出す。（第１・２時） 

単元の導入部で、第２学年になってできるようになったことを 150〜200字程度の文章に書く。第１時で全体

共有し、友達ができるようになったことを知って、「できるようになってよかったね」「どうしたらできるように

なったのかな」「僕もできるようになりたいな」など方法や工夫を聞きたくなる意欲が高まっていくと予想され

る。また、かるたを作って遊ぶという見通しをもつことで、短い文にぴったりな言葉や表現を考えたり集めたり

する必然性や言葉や表現を見直す必要感も生まれるだろうと考えた。 

 

【親しむ】…短い文に書いた言葉や表現で自分の思いや伝えたいことが明確になっているか、友達と確かめな

がら見直す。（第４・５時） 
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第３時以降は、自分ができるようになったことに関連した言葉や表現を集めたり確かめたりしながら、できた

ときの様子、経験を通してつかんだ方法や工夫について、自分の思いや伝えたいことが明確になるように短い文

にしていく。まず、自分の思いや伝えたいことが明確になるように短い文にぴったりな言葉や表現を集め、選択

する。そして、友達と確かめながら、自分の思いや伝えたいことが明確になっているか言葉や表現を見直す。そ

の過程で、「言葉による見方・考え方」を働かせて、自分の思いや伝えたいことが明確になるように言葉や表現

を選択しようとすることができると考えた。 

 
(2)児童が（本単元において）身に付けたい力を意識し、自ら学びを進める。 

「児童が身に付けたい力を意識し、自ら学びを進める」姿 

言語部では、「児童が身に付けたい力を意識し、自ら学びを進める」姿とは、児童が「〇〇したいな」という思

いをもち、その実現のために「どのような言葉や表現に着目したらよいか」、また「どのように学習を進めたらよ

いか」と考え、行動することだと考える。 

そのためには、学習の対象との「出合い」が大切となる。児童自身が「身に付けたい力を意識し、自ら学びを

進める」ためには、児童の課題意識を十分に醸成することが不可欠である。「出合い」の学習材や活動を工夫し、

自然と「～したい」という意欲や、「どの言葉を選ぶとよいだろうか」という課題意識が生まれ高まっていくよう

に単元を構成していく。児童の高まった思いを基に単元の学習課題を設定し、その中で一人一人が「自分は〇〇

を〜したい」というように個人課題を設定していく。また、児童自身が見通しをもって学習に取り組むためには、

単元の学習計画を立てることも欠かせない。個人課題をもち、どのように学習を進めていくのかの見通しがもて

ていることで、自分の学びを振り返り自己調整ができるのである。（別紙資料②参照） 

「書くこと」においては、「〇〇に～を伝えたい」という自分の思いや考えをもち、「相手、目的や意図、場面

や状況に応じて、どのように言葉や表現を使うとよいのだろうか」と考え言葉や表現を比較・検討し、判断・選

択している姿を「身に付けたい力を意識している」姿であると考える。また、「単元の学習計画を立て、次は何を

するのかという見通しをもって学習に取り組む」姿や「方法や対話の相手を必要に応じて選択している」姿、「毎

時間の進み具合を振り返って、次の時間に行うことを考えるなど自己の学びを調整している」姿を「自ら学びを

進める」姿であると捉える。 

会場校の児童には、「できるようになったこと」という嬉しい経験の中から題材を選び、「〇〇ができたときは、

〜だった」「〇〇できて嬉しかった」といった、できたときの様子、経験を通してつかんだ方法や工夫を伝えたい

という思いを高められるようにする。そして、短い文で書くためには、どのような言葉や表現を選択すると自分

の思いや伝えたいことが明確になるかを考え、言葉や表現を集めたり確かめたりしながら選択していく姿を目指

す。第２時では、共通の題材で札を書く。児童が書いた文を取り上げ、「語句をより理解するための方策」を使い、

動作化や経験の想起、言葉や表現の有無を比較することなどを通して、言葉や表現から受け取る内容や感じ方の

違いに気付かせる。第３時からは「学びの手引き」を参考にしながら、各自が選んだ題材について短い文を書い

ていく。自分の思いや伝えたいことについて、様子を詳しく表す言葉や表現を考えながら言葉や表現を集め選択

したり、自分の思いや伝えたいことが明確になっているかを友達と確かめたりして、行きつ戻りつしながら自分

の思いや伝えたいことが明確になっている短い文を書き上げる姿が見られることを目指す。 

 

本単元における「児童が身に付けたい力を意識し、自ら学びを進める」ための方策 

【親しむ】…できるようになったことの中から自分が伝えたいことを決め、個人課題を設定する。（第３時） 

第３時では、できるようになったことの中から、かるたの札にしたい題材を設定し、短い文を書く。第２時で

設定した「できるようになったことを短い文で伝え合おう（仮）」という単元の学習課題から、自分の思いや伝え

たいことが明確になるように個人課題を設定する。「〇〇ができたときの気持ちを知ってほしい」「○○ができた

ときの様子を伝えたい」「〇〇ができたときに発見した方法を知らせたい」など、できたときの様子、経験を通し

てつかんだ方法や工夫の中から何を伝えるのかを児童自身が具体的に課題設定きるようにする。個人課題を設定

することで、短い文にするために「どのような言葉や表現が自分の思いや伝えたいことにぴったりなのか」を考

えて学習を進めたり、個人課題を振り返ったりすることが、「身に付けたい力を意識する」ことである。その際、

できたときの様子、経験を通してつかんだ方法や工夫を短い文にし、自分の思いや伝えたいことを明確にするこ

とを確認する。 

また、短い文にするためには言葉や表現を判断・吟味し、選択することが欠かせない。その際、友達と「でき

たときの様子、経験を通してつかんだ方法や工夫の中から何を伝えるのか」という個人課題を確認したり実際に

題材を試したりすることで、短い文にするためにはどのような言葉や表現を選択すればよいのかと判断・吟味し、

選択しながら、「身に付けたい力を意識して」学習に取り組むことができる。 

 

【親しむ】…単元の学習計画を児童とともに立てる。（第２時） 



言（２年）6 

 

…活動の見通しや振り返りを行いながら自分の進度でかるた札作りを進める。（第３～５時） 

第３～５時は、個人、友達と相談しながらかるた札作りを進める。そのために、第２時に学級全体で単元の学

習課題を設定し、学習計画を立てて活動の見通しをもつ。その学習計画から作成した「学びの手引き」を基にし

て、第３時以降、自分に合った学習進度や学習順序で取り組むことができるようにする。毎時間、「学びの手引

き」を使い、個人課題を達成するために「何をするのか」「どのように進めるのか」を確認してから学習を始め

る。毎時間の終わりには「どこまで進んだのか」「次は何をするのか」を振り返り、次時の見通しをもつことを

目指す。また、できるようになったことの中から題材を設定し、できたときの様子、経験を通してつかんだ方法

や工夫について、様子を詳しくする言葉や表現（比喩、オノマトペ、程度）を整理して集める表形式（わくわく

シート）と、自由に広げつなげるマップ形式（のびのびシート）の２種類のワークシートを用意し、自分の取り

組みやすいシートを選択できるようにする。 

学級全体で学習計画を立て、個人で「学びの手引き」を使い、ワークシートを選択しながら、かるたの札作り

の学習進度や学習順序を決めて行きつ戻りつしながら、必要に応じて困っている友達と一緒に文を考えたり、二

つめの題材について文を書いたりするなどして、学びを調整しながら「自ら学びを進める」ことができる。 

 
(3)学習活動（言語活動）において、自らの考えをもち、多様な考えをもつ他者と関わり協働する中で、新たな

考えをもつ。 

言語部では、児童の言語感覚を養い、語彙を豊かにすることが、言葉に対する「自分の考えをもつ」ことだと

考える。児童の語彙を豊かにするためには、他者との関わりが不可欠である。国語科の学習の場だけでなく学校

生活や日常生活の場面で、同年代、年上、年下など様々な人と関わる中で、新たな言葉との出合いが生まれ、対

話を通して言葉の意味や役割、効果を知ることができる。人から発せられた直接的な言葉に関わるだけでなく、

書物や音声や映像、伝統的な言語文化等の言葉との間接的な関わりによっても言葉との出合いは生まれる。他者

との関わりの中で新たな言葉と出合い、語彙が広がっていくのである。 

「言葉による見方・考え方」を働かせ、どの言葉や表現がより適切なのかを比較する際には、語句を理解する

ための方策「①有無 ②言い換え ③経験の想起 ④辞書的な意味 ⑤動作化」を使って考える。その際、友達

とどのような言葉や表現があるかを出し合ったり、それぞれの言葉や表現からどのような印象を受けるかを話し

合ったりすることが欠かせない。他者と関わり協働することにより、「新たな言葉との出合い」や「言葉の意味や

役割、効果」「人による感じ方の違い」等に気付き、言葉への理解を広げたり深めたりすることができる。学習の

中でこれらの経験を重ねることで、児童の言語感覚を養い、語彙を豊かにしていくことを目指す。 

本単元では、できるようになったことの中から題材を設定し、できたときの様子、経験を通してつかんだ方法

や工夫について、かるたの読み札となる短い文を書くことを通して、様子を詳しくする言葉や表現（比喩、オノ

マトペ、程度）を集め、判断・吟味し、選択していく。かるたの読み札作りを進めていく中で、友達と「何を伝

えたいのか」という個人課題を確認し、書いた文について話しながら、自分の思いや伝えたいことが明確になっ

ているかの度合いを知り、自分の思いや伝えたいことが明確になる言葉や表現を選択できているかを確認してい

く。友達と一緒に考えたり確かめたりしながら別の言葉や表現に出合ったり、同じことを伝えるにも言葉の選択

が多様なことに気付いたりすることもできる。友達との確かめ合いの中で出てきた言葉や表現を参考にしながら、

「自分の思いが伝わる言葉や表現になっているか」「この言葉や表現で自分の伝えたいことがはっきりするか」に

ついて考え、言葉や表現を選択することを通して、児童の言語感覚を養うことができると考える。 

 

本単元における単元構成の工夫や言語活動の工夫 

【出合う】…共通のできるようになった題材でかるたの読み札を作る。（第２時） 

第２時では、縄跳びができるようになったことを想起し、グループで短い文を書く。グループで言葉や表現を

集めたり短い文を書いたりしていく過程で、友達と一緒に考えたり確かめたりしながら、別の言葉や表現に出合

ったり同じことを伝えるにも言葉の選択が多様なことに気付いたりすることができる。 

 

【親しむ】…友達との確かめ合いの中で出てきた言葉や表現を参考にしながら、自分の思いや伝えたいことに

合わせて言葉や表現を選択する。（第４・５時） 

第４・５時では、書いた文を友達と読み合い実際に試したり、困っているときは一緒に文を書いたりして、言

葉や表現を選択していく。友達との確かめ合いの中で「自分の思いが伝わる言葉や表現になっているか」「この言

葉や表現で自分の伝えたいことがはっきりするか」などを考え、言葉や表現を選択していく。「『つかむ』と『握

る』はどっちがいいかな」「『ぎゅっと』と『ぎゅうっと』はどのように違うかな」「『バン』か『トン』か、もう

一度試してみようよ」など友達と確かめたり試したりしながら言葉や表現を比較・検討し、どの言葉や表現にす

るのかを自分で判断・選択することができる。 
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【生かす】…作ったかるたで遊び、感想を伝え合う。（第６時） 

第６時では、作ったかるたで、学級の友達と遊ぶ。「できたときの様子や気持ちは何か」「経験を通して掴んだ

方法や工夫は何か」「自分の思いや伝えたいことは明確になっているか」「どんな言葉や表現を使っているか」「こ

の言葉や表現のよさは何か」「短い文を書くときに、どんなことを大切にしたいか」などについて振り返りをする。

「〇〇という言葉がよかった」「この言葉を使ってみたい」「札を増やしたい」「１年生とも遊んでみたい」など、

かるた遊びや自分と友達の振り返りから、今後の生活でも言葉や表現を使ってみたり、文を書くときに生かした

りしたいという気持ちを醸成することができる。また、この単元で活動を閉じることなく、札を増やしたり新た

な題材で作り続けたりすることもでき、自分の思いや伝えたいことを明確にするために言葉や表現について継続

して考えることができる。 

 
(4)獲得した言葉の力を日常生活に活用し、言語生活を豊かにする。 

言語部が目指す豊かな言語生活とは、言葉そのものへの興味・関心をもったり、意識して言葉を使いよりよく

人と関わったりしながら生活することである。 

本単元で児童は、できるようになったことを題材としたかるたの読み札を作ることを通して、主に以下の二つ

の言葉の力を獲得する。 

①言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。（知・技（１）

ア） 

②「書くこと」において、経験したことや想像したことなどから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり確

かめたりして、伝えたいことを明確にすること。（思・判・表 B（１）ア） 

今回の学習では、自分の思いや伝えたいことを明確にして、短い文を書く。本単元では、「〇〇ができたときの

気持ちを知ってほしい」「○○ができたときの様子を伝えたい」「〇〇ができたときに発見した方法を知らせたい」

という個人課題から、できたときの様子、経験を通してつかんだ方法や工夫について、かるたの読み札と絵札を

作る。かるた札作りでの確かめ合いや、できたかるたで一緒に遊ぶことを通して、友達との関係が深まったり新

しい関係が生まれたりするだろう。そして、日常生活で実際に試すことで、「言葉通りにしてみたら分かった」「本

当に○○ができるようになった」など、言葉には経験したことを伝える働きがあることを実感するだろう。この

ような経験を重ねていくことで、相手との関係もさらに広がったり深まったりするだろう。 

かるたを作る際には、自分の思いや伝えたいことが明確になる言葉や表現になっているかを考え、選択してい

く。その際には、友達と一緒に考えたり確かめたりしながら、文を書く。どのような言葉や表現を使うと自分の

思いや伝えたいことが明確になるのかというように、相手のために言葉や表現を選択して短い文を書く必要感が

生まれる。どのような言葉や表現を選択すると相手に自分の思いや伝えたいことが明確になるのかを考えたり、

明確になっているかを確かめながら書き直したりすることの大切さにも気付かせていく。 

【生かす】…単元終了後の日常生活において、本単元で獲得した言葉の力を活用しようとする。（単元後） 

本単元で、児童は「自分の思いが明確に伝わるように言葉や表現を比較・検討し、判断・選択する」こと、「短

い文を書くためには言葉や表現を比較・検討し、判断・選択する」こと、「相手のために言葉や表現を比較・検討

し、判断・選択する」ことを学ぶ。 

単元終了後には、以下の四つの姿が現れることを期待する。 

ア：言葉そのものへの興味・関心 

  自分がもっている言葉や表現だけでなく、見聞きした他の言葉や表現にも興味をもっている。 

イ：自己内対話 

経験したことや想像したことを焦点化して、自分の伝えたいことが明確になるように書いている。 

ウ：他者とのコミュニケーション 

①相手に伝わるかを意識しながら、言葉や表現を選択して書いたり話したりしている。 

②思いや考えを伝え合いながら、相手との関係を広げたり深めたりしている。 

今後の学習や、学校生活、日常生活の中で、これらの姿が現れることが、本単元で獲得した言葉の力を活用し

ていることである。これまで述べてきた学習の経験を重ね、語彙を豊かにしていくことが、児童の言語生活を豊

かにしていくことであると考える。 

 

想定される本単元で獲得した言葉の力を活用しようとしている場面 

場面 具体的な姿 

学習 ア：「書くこと」の「冬がいっぱい」の学習では、冬を感じる言葉や詩を見付け、自分の感想を添

えた冬のカードを作り、友達と互いのカードを読み合っている。 

ア：「読むこと」の「スーホの白い馬」では、学習材にある「はねおきる」という複合語に着目して

意味を考え、二つの言葉が一つになって使われている言葉を集めて友達と紹介し合っている。 
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イ：「書くこと」の「二年生を振り返って」の学習では、題材を設定したり情報を収集したりする

際に、必要な事柄を集めたり確かめたりして、伝えたいことを明確にして書いている。 

ウ①：「話すこと・聞くこと」の「楽しかったよ二年生」の学習では、相手に伝わるかを考えなが

ら言葉や表現を選んでスピーチメモを作り、話している。 

ウ②：「書くこと」の「すてきなところをつたえよう」の学習では、友達との関わりを振り返り、

すてきだと感じたことを手紙で伝えることで、友達との関係を広げたり深めたりしている。   

学校生活 ア：全校朝会の講話や縦割り班の異学年交流などで見聞きした言葉に関心をもち、意味を尋ねたり、

推測したりしている。 

イ：各教科の学習や、学習発表会などの行事の振り返りをするときに、経験したことを焦点化し、

伝えたいことが明確になるように書いたり話したりしている。 

ウ①：学校生活の中で、自分の思いや考えが、教師や友達に伝わるかを意識しながら書いたり話し

たりしている。 

ウ②：各教科の学習や特別活動の話合いで、自分の思いや考えを伝え合いながら友達との関係を広

げたり深めたりしている。 

日常生活 ア：友達や家族が使っている言葉の意味を尋ねたり、言葉カードに気になる言葉や表現を書き留め

たりしている。 

イ：日記を書くときに、自分が経験したことを焦点化したり、家族や親戚、友達、近所の人や習い

事の先生などに対して自分の伝えたいことを明確にしたりして書いている。 

ウ①：自分の思いや考えが伝わるかを意識しながら、家族や親戚、友達、近所の人や習い事の先生

などに言葉や表現を選んで書いたり話したりしている。 

ウ②：日常会話の中で、自分の思いや考えを伝え合いながら周りの人との関係を広げたり深めたり

している。 

 

言語部が目指す豊かな言語生活とは、言葉そのものへの興味・関心をもったり、意識して言葉を使い、よりよ

く人と関わったりしながら生活することである。他者とつながり関わり合いながら、自分で考え意思決定し、社

会の一員として生きていくためには言葉が不可欠である。言語部では、豊かな言語生活を「言葉そのものへの興

味・関心」「自己内対話」「他者とのコミュニケーション」の三つの側面から捉えており、三つの側面を行き来し

ながら生活していくことで、言語生活がより豊かなものとなっていくと考える。（別紙資料③参照） 

言語部では、実生活の中に課題を見付けて単元化し、単元の学習を通して高まった言葉の力が実生活に還って

いくような単元づくりを心掛けている。 

本単元では、できるようになったことについて、できたときの様子、経験を通してつかんだ方法や工夫を短い

文にするかるたの読み札作りを通して、「自分の思いが明確に伝わるように言葉や表現を比較・検討し、判断・選

択する」こと、「短い文を書くためには言葉や表現を比較・検討し、判断・選択する」こと、「相手のために言葉

や表現を比較・検討し、判断・選択する」ことで、相手との関係が広がったり深まったりすることを学習する。

この単元後には、札を増やしたり新たな題材で作り続けたりすることもでき、自分の思いや伝えたいことを明確

にするために言葉や表現について継続して考えることができる。 

また、本単元は自分ができるようになったことから学習が始まり、この学習中や学習後には実際に試したり相

手ができるようになったことに興味・関心をもち挑戦したりするなど、学習、学校生活、日常生活の場面を往還

する単元である。実生活と学習を往還しながら学ぶ経験を重ねていくことで、児童の語彙を豊かにしていくこと

ができる。そのことが、児童の言語生活を豊かにしていくことにつながるのである。（p.９図①参照） 
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【図①「言葉の力」を生かすことで、豊かな言語生活を実現することについて】（都小国研：６月）に追記 
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５ 単元計画（全６時間） 

過程 

(次) 
時 学習活動 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

  

課

外 

１ 第２学年になってできるよう

になったことを 150～200 字程度

で具体的に書く。 

〇どうやったらできたのか、

できたときはどんな様子

だったのかを詳しく書く

よう促す。 

 

 

第 

一  

次 

 

出 

合 

う 

 

 

１ 

 

１ できるようになったことを全

体で共有する。 

 

 

 

 

２ かるたで遊んだ経験を想起し、

できるようになったことを集め、

言葉や表現を選択してかるたに

するという見通しをもつ。 

〇できるようになったこと

がたくさんあることを確

かめ、できたときの様子や

気持ち、経験を通してつか

んだ方法や工夫を書いて

いる文章を紹介する。 

〇経験したことをかるたに

することで、できるように

なった喜びを残せること、

遊びながら友達のできる

ようになったことを共有

できることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

課

外 

〇教室にかるたを置き、自由に遊べるようにする。 

 

２ 

１ 学習課題を設定し、学習計画を 

立てる。 

２ 縄跳びの学習を振り返り、でき

たときの様子や気持ち、経験を通

してつかんだ方法や工夫を思い

出し、グループで言葉や表現を集

める。 

３ 集めた言葉や表現を使い、グル

ープで短い文を書く。 

 

 

４ できた文を発表し合い、様子を

詳しくする言葉や表現について

考える。 

 

〇題材の決定から記述、推敲

までの学習過程を共通の

題材を用いて行い、第３時

からの学習の見通しをも

てるようにする。 

 

 

〇個人で考えた言葉や表現

を集め、グループで相談し

ながら短い文を書くよう

にする。 

 

〇オノマトペ、比喩、程度を

中心に、児童が書いた文の

言葉や表現を取り上げ、

「語句をより理解するた

めの方策」を使って伝えた

いことを明確にすること

を意識できるようにする。 

 

 

第 

二 

次 

 

 

 

 

親 

し 

む 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 自分が伝えたい題材と個人課

題を決める。 

 

２ できたときの様子や気持ち、経

験を通してつかんだ方法や工夫

を思い出し、言葉や表現を集め

る。 

 

 

 

 

 

〇題材が決まったら一覧に

整理して掲示する。 

〇まずは自分で考え、そ                 

の後友達に相談して言葉

や表現を集めてもよいこ

とを伝える。 

○「ことばカード」を読み返

してみるよう助言する。 

〇友達と相談して加えた言

葉や表現は青色で書くよ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔主体的に学習に取り
組む態度①〕 
ワークシート・観察 
・粘り強く経験したこ

とから書くことを見
付け、必要な事柄を集
めたり確かめたりし
て伝えたいことを明
確にし、学習の見通し
をもって書こうとし
ているかの確認 

身に付けたい力を意識する場面 

自ら学びを進める場面 
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〔知識・技能①〕 
ワークシート 
・事物の内容を表した

り、経験したことを伝
えたりするための
様々な言葉や表現が
あることに気付いて
いるかの確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うに伝える。 

 

 

〇自分の伝えたいことに合

う言葉や表現はどれかを

考え、使いたい言葉を選択

するよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 

 

本 

時 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

３ 集めた言葉や表現の中から伝

えたいことが明確になる言葉や

表現を選択し、短い文を書く。 

４ 書いた文を友達と読み合った

り、実際に試したりして、絵札に

描きたいことと合わせて、自分の

思いや伝えたいことが明確にな

っているかを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 絵札とも合うように文を書き

直したり、決定したりする。 

 

 

６ 絵札と読み札を仕上げる。 

〇文をいくつか書き、読み比

べてみるよう助言する。 

 

 

 

〇同じことができる人に読

んでもらい、できたときの

様子や気持ち、経験を通し

てつかんだ方法や工夫等、

自分の思いや伝えたいこ

とが明確になっているか

を確かめるよう助言する。 

〇まだできない人に読んで

もらい、できたときの様子

や気持ち、経験を通してつ

かんだ方法や工夫等、自分

の思いや伝えたいことが

明確になっているかを確

かめるよう助言する。 

〇自分の思いや伝えたいこ

とがより明確に伝わる文

になるよう、見直したり書

き直したりするよう促す。 

〇絵札と読み札を合わせて

考えるよう促す。 

 

第 

三 

次 

 

生 

か 

す 

 

６ 

 

１ 出来上がったかるたで遊ぶ。 

２ できたときの様子や気持ち、経

験を通してつかんだ方法や工夫

を表す言葉や表現についての気

付きを出し合い、単元の学習を振

り返る。 

 

 

 

〇題材について焦点化して

書くことや、様子、気持ち、

方法、工夫が伝わるように

言葉や表現を選択して書

くことの大切さを実感で

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
学
び
の
手
引
き
」
に
沿
っ
て
個
々
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め
る 

〔思考・判断・表現①〕 
ワークシート 
・自分の思いや伝えたい

ことについて、できた
ときの様子、経験を通
してつかんだ方法や
工夫を表す言葉や表
現を選んで短い文で
書いているかの確認 

言葉による見方・考え方を 
働かせる場面 

 

言葉による見方・考え方を 
働かせる場面 
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６ 本時の学習（４/６） 
 (1) 本時のねらい 

   できるようになったことについて、できたときの様子や気持ち、経験を通してつかんだ方法や工夫等、伝え

たいことが明確になるように、言葉や表現を選択して短い文で書くことができる。 

 (2) 本時の展開 

学 習 活 動 指導上の留意点 評価規準 評価方法  

 

１ 前時の学習を振り返る。 

 ・題材と個人課題を確かめる。 

・本時の学習を自分はどこから始め

るのかを確かめる。 

・比喩やオノマトペ、程度を表す言葉

や表現を使うと様子を詳しく表せ

ることを確かめる。 

 

 

③④⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 集めた言葉を選択し、短い文で書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 書いた文を友達と一緒に考えたり確

かめたりして、自分の思いや伝えたいこ

とが明確になっているかを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

 

〇「学びの手引き」とワークシー

トを参照し、本時の学習の見

通しをもてるようにする。 

 

 

〇前時で児童が集めた言葉や表

現、試しに書いた文にある、様

子を詳しくする言葉や表現を

紹介する。 

〇自分が伝えたいできたときの

様子や気持ち、経験を通して

つかんだ方法や工夫を表す言

葉や表現はどれかを考え、言

葉を選択するよう助言する。 

 

 

 

 

 

〇文をいくつか書き、読み比べ

てみるよう助言する。 

〇様子を詳しくする表現に着目

し、「語句をより理解するため

の方策」を使って考えるよう

促す。 

 

 

 

〇学習形態（個人または友達と

一緒に考える）を自由に選ぶ

よう伝える。 

〇題材一覧を見て相手を選び、

できたときの様子や気持ち、

経験を通してつかんだ方法や

工夫等の自分の思いや伝えた

いことが明確になっているか

を確かめるよう助言する。 

〇児童が書いた文を取り上げ、

表現の工夫について考える。 

〇本時の振り返りを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現①〕 
ワークシート・観察 
・できたときの様子や気持

ち、経験を通してつかんだ
方法や工夫を表す言葉や
表現を選択して、短い文で
書いているかの確認 

〔言葉による見方・考え方を
働かせている児童の姿〕 
・できたときの様子や気持

ち、経験を通してつかんだ
方法や工夫を表す言葉や
表現を考え、友達との対話
を通して自分の思いや伝
えたいことが明確になる
言葉や表現を選択して短
い文で書いている。 

身に付けたい力を意識する場面 

 

自ら学びを進める場面 

 

できたときのようすや気もち、自分がつかんだ方ほうや工ふうが分かる文を書こう 

「語句をより理解するための方策」 

その語句の ①有無 

その語句の ②言い換え 

その語句の ③経験の想起 

その語句の ④辞書的な意味 

その語句の ⑤動作化 

言葉による見方・考え方を
働かせる場面 
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７ 資料 
（1）かるた一覧 

かるた 特徴 思ったこと 諸感覚 順序 会話 比喩 オノマトペ 程度 

ことばのえほ

んあいうえお

かるた 

（絵本館） 

五味太郎「ことばのえ

ほんあいうえお」を基

にしたかるた。「あくび 

あざらし あそびに 

あきた」のように頭文

字が同じ言葉を使った

文が読み札になってい

る。 

  ○  ○ ○ ○ 

かつしか郷

土かるた 

（葛飾区教育

委員会） 

葛飾区の名所、歴史、文

化、地形の特徴などが

読み札の文になってい

る。ほとんどの札が五・

七・五のリズムで書か

れている。 

  ○ ○  ○ ○ 

江東区エコ

かるた 

（江東区環境

清掃部温暖化

対策課） 

日常生活の中で取り組

める地球環境を守るた

めの工夫を集めてい

る。児童の描いた絵が

絵札になっている。 

 ○ ○ ○ ○ ○  

のはらうた

かるた 

（童話社） 

工藤直子「のはらうた」

の詩が読み札になって

いる。絵札には詩の作

者（かまきりりゅうじ）

の絵と名前がかかれて

いる。 

○ ○ ○   ○ ○ 

 

(2)言葉カード 
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(3)学びの手引き 
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(4)ワークシート①「わくわくシート」 

 
 

(4)ワークシート②「のびのびシート」 
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(5)自己紹介作文、指導者作成かるた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹振り返りシート 


